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京都大学図書館機構オープンアクセス推進事業（2016-2021）成果報告会「オープンアクセスによって広がる教育・研究の可能性」資料より



大学図書館のおおざっぱな現代史

• 外界で流通する紙出版物
（図書・雑誌）の集積地点

• 図書館＝知識受容の拠点

• インターネット利用の普及
• 電子ジャーナルの隆盛

• 研究環境は劇的に向上、新着雑誌架は閑古鳥

• オープンアクセス思潮の誕生

• 情報流通の総コストが「購
読料」で賄える限界を突破

• 商業出版の収益目標が図書
館資料費から研究費へ

昭和

平成
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オープンアクセス／オープンサイエンスに向
けた大学図書館のこれまでの取り組み

•読者としての研究者に向けた支援業務
• 蔵書構築・供用

• 全国コンソーシアムによる電子ジャーナル購読の契約条件交渉

•著者としての研究者に向けた支援業務
• 執筆論文のオープン化のためのサーバ構築（「機関リポジトリ」）

研究の始点 研究の終点

成果論文を機関リ
ポジトリに収載し
OA化に寄与

先行研究調査に必要な蔵
書整備・供用
（含、電子ジャーナル）



オープンアクセス／オープンサイエンスに向
けた大学図書館のこれまでの取り組み

•読者としての研究者に向けた支援業務
• 蔵書構築・供用

• 全国コンソーシアムによる電子ジャーナル購読の契約条件交渉

•著者としての研究者に向けた支援業務
• 執筆論文のオープン化のためのサーバ構築（「機関リポジトリ」）

研究の始点 研究の終点

成果論文を機関リ
ポジトリに収載し
OA化に寄与

「学術論文等の即時オープンアク
セスの実現に向けた基本方針」

（内閣府）

Research Data Management

先行研究調査に必要な蔵
書整備・供用
（含、電子ジャーナル）



データ運用支援基盤センター
＋情報環境機構、図書館機構、ほか関係部局等

コンサルチーム

研究グループ

ライブラリアン
キュレーター

データ専門家

データ管理計画策定支援
データポリシー決定支援
データ管理システム選定・設定
メタデータ形式決定
オープンアクセス化サポート

：

課題発見・解決
ノウハウ蓄積＝スキル獲得

（検討中試案）



（話者の課題意識）

•物理的空間、物理的蔵書に係る膨大な現業業務の存在

•前時代的な出版流通体制を前提とした「オープンアクセス／
オープンサイエンス」の限界
• 電子ジャーナル＝紙媒体学術雑誌の模倣

• 機関リポジトリ＝抜刷交換の模倣

• 新たな大学発のパブリッシングの可能性を模索するべきときでは
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